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降旗武彦先生は2002年8月8日 白玉楼 中の人 となられ ました

ここに謹んで哀悼の意を表 します

先生は1942年 京都帝国大学に人学され 学徒出陣後夜学1947年

新制京都大学をご卒業 大学院で二期にわた り特別研究生 となられた

あと1951年 京都大学講師(経 済学部)と なられ 助教授を経て1970

年教授にご就任1986年 ご退官になられるまで 本学の杏壇にあって

研究 と教育に傾倒されました

先生はバーナー ドの翻訳を口本で最初に企画し 同志を誘 って完成

させ 京都大学がバーナー ド研究の中心 となる基盤をつ くられました

しか し それにとどまることなく 組織理論を基礎に 経営学の研究

を深められ 管理過程理論の動態化 環境 と組織の関係の理論化によ

り学界に大きな貞献をなさいました

先生は経済学部にとって大変厳 しい時期に経済学部長 大学院経済

学研究科長 京都大学評議員 大学院審議会委員をお務めになられ

本学の運営に貢献されました また 文部省大学設置審議会専門委員

として日本の大学における教育研究の深化 発展に大 きな役割を果た

されました

さらに 先生は本学在職中 本学会の評議員あるいは評議員.長とし

て本学会の発展に尽 くされるとともに 本誌に寄せ られた論考は本誌

の伝統に輝かしい光を加えられました

京都大学経済学会は 謹んで先生の遺影を掲げ 衷心より哀悼の意.

を表 します

平成15年2月 京都大学経済学会


